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アルゼンチンの乳製品生産・輸出動向 

平成26年７月25日 
独立行政法人農畜産業振興機構 
 調査情報部  米元 健太 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私の方からは南米アルゼンチンの乳製品・輸出事情について御紹介します。



本日の内容 

 

 
１ 基礎情報（経済概況） 
 
２ 生産動向（生産状況、特徴） 
 
３ 輸出動向 
 
４ 取り巻く課題 
 
５ 今後の見通し 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本日の内容としましては、
基礎情報（経済概況）にふれたうえで、
生産動向（生産状況）




１ 基礎情報（経済概況） 
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アルゼンチンの経済概況 

人口：4128万人（2012年） 

面積：278万平方キロメートル（日本の約7.5倍） 

１人当たりの実質GDP：12,019米ドル（2013年）※資料：IMF 

消費者物価上昇率：10.9％（2013年）※資料：国家統計センサス局（INDEC） 

実質GDP成長率: 

  2010～2011年にかけて、年９％前後の高い経済成長を記録し
た。2012年以降、最大の貿易相手国である隣国ブラジルの経済
低迷を受け、アルゼンチンの輸出産業は不振に陥り、低成長で
推移（2012年0.9％、2013年3.0％）。 

大きな懸念材料… 

  2002年のデフォルト（債務不履行）の影響が現在も残ってお
り、最近、再びデフォルトを引き起こすリスクが強まっている
状況にある。 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
JETROの貿易白書から引用。http://www.jetro.go.jp/world/gtir/2013/pdf/2013-ar.pdf

経済概況については、
消費者物価上昇率が上昇していること、実質ＧＤＰ成長率が低成長に陥っていることについてふれる。



2 生産動向（生産状況、特徴） 
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粉乳の主要輸出国（2013年速報版） 
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• アルゼンチンの生乳生産量は世界第８位の１１８０万トンであるものの、粉乳輸出量 
  はＮＺ、ＥＵ、米国、豪州に次いで第５位、全粉乳輸出量に限れば、ＮＺ、ＥＵに次い 
  で第３位。 

ポイント 
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（千トン） 

資料：米国農務省（USDA）「Dairy：World Markets and Trade」 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、アルゼンチンの立ち位置を紹介。
なぜ今回アルゼンチンに注目したこというと、生乳生産は第８位でありながら、粉乳輸出においては世界第５位と主力プレーヤーであることを伝える。



日本とアルゼンチンの酪農・乳業比較 
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区分 アルゼンチン（2012年） （日本との比較） 日本 

酪農家戸数 1万1049戸 （0.6倍） 1万8600戸（2013年度） 

経産牛飼養頭数 219万3000頭（※） （2.4倍） 89万3000頭（2013年度） 

主要飼養品種 ホルスタイン   ホルスタイン 

飼養形態 放牧   舎飼い 

1戸当たり飼養頭数 145.6頭 （1.9倍） 75.0頭（2013年度） 

生乳生産量 1168万トン（※） （1.5倍） 744万7000トン（2013年度） 

1頭当たり乳量 5,330リットル（※） （0.7倍） 8,154キログラム（2013年度） 

国内消費量 857.2万トン （0.7倍） 
1171.8万トン（2012年度） 
（飲用34％、乳製品65％） 

1人当たり年間消費量 
（生乳換算） 

209.5リットル （2.3倍） 89.5リットル（2012年度） 

資料：アルゼンチン農牧漁業省（MINAGRI）、アルゼンチン乳業振興開発財団（FunPEL）、※印は米国農務省海外農業局（USDA/FAS） 
    農林水産省「畜産統計」、「牛乳乳製品統計」、「食料需給表」より機構作成 

• アルゼンチンの飼養形態は放牧主体。 
• １頭当たり乳量は日本の７割程度、生乳生産は日本の1.5倍 

ポイント 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルゼンチンと日本の酪農・乳業比較を行うと、
アルゼンチンの飼養形態は放牧主体で、
乳牛頭数は1.6倍、１頭当たり乳量は日本の７割程度、生乳生産は日本の1.5倍です。
冒頭で述べたとおり、人口は4128万人程度であるため、生乳生産量を国内需要のみでは消費しきれない構造です。
こうした状況を踏まえて、次はアルゼンチンの生乳生産量の推移についてみていきます。



 
 主な生乳生産地域 

 

8 

資料：MINAGRI 

州別生乳生産割合 主要生乳生産地域 

ブエノスアイレス市 
 平均気温：18℃ 
 年間降水量：1,162.7㎜ 

※下記の州は主要酪農地帯の 
  パンパ地方に位置する州 

コルドバ州 
37% 

サンタフェ州 
32% 

ブエノスアイレス

州 
25% 

エントレリオス州 
3% 

ラパンパ州 
1% その他 

2% 

パンパ地方 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、具体的には、どこで生乳生産が行われているかというと、肥沃なパンパ地方の州に集中しています。
中でも、コルドバ州、サンタフェ州、ブエノスアイレス州の主要３州の割合は大きく、約94％を占めている状況です。
パンパ地方は他の地方よりも気候に恵まれており、酪農に加え、穀物生産も盛んです。




生乳生産量の推移 
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（ポイント） 
  • 生乳生産量は、肥沃な土壌を有するパンパ地方を中心に安定的に増加。 

• １人当たり消費量は、経済状況を反映して当面著しい増加は見込めない状況。 
• 国内市場は成熟しつつあるため、乳業界は輸出仕向けを高めていく方針  
  ⇒増産は外需が牽引 

ポイント 

全粉乳 
48% 

ホエイ 
16% 

チーズ 
13% 

バター 
4% 

脱脂粉乳 
3% 

その他 
16% 

乳製品輸出量（2012年） 
（42万トン） 
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資料：アルゼンチン国家統計局（INDEC）, MINAGRI 

（年） 

（千トン） （リットル） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルゼンチンにおける生乳生産量は、肥沃な土壌を有したパンパ地方を中心に安定的に増加しています。
しかし、１人あたり消費量は、経済状況を反映して今後当面著しい増加が見込めない状況です。
そのため、国内仕向け量はさほど伸びておらず、増産は外需が牽引している状況にあり、乳業業界としては輸出に期待している部分が大きいです。
乳製品輸出については、後ほどふれますが、近年、全粉乳やホエイの輸出が特に拡大している状況です。




乳牛飼養サイクル（事例紹介） 
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放牧（昼夜） 飼料給与（搾乳前） 

ミルキングパーラーでの搾乳 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、アルゼンチンの酪農をイメージするため、事例紹介をしたいと思います。
調査時に訪れた酪農場では、写真のような飼養サイクルが見られました。
日中は牧草地で放牧されていますが、搾乳前のタイミングになると搾乳場の近くのロットにて飼料給与が行われます。
飼料給与後、搾乳（２０頭×２列）が順次行われ、放牧地に戻って行きます。これを日本と同じ回数で早朝と夕方の１日２回行います。
なお、従来は粗放な飼養管理でしたが、近年は徐々に飼料給与が増えている状況です。
そのため、次のスライドでは赤枠の部分（飼料給与）についてふれます。



 
飼料給与割合の推移 
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• 従来の牧草を中心とした粗放的な生産体系から、２００７年の牧草不作を契機に、牧草と 
    濃厚飼料を組み合わせた給与体系に徐々に転換。 
• 主な濃厚飼料原料は、大豆かす、トウモロコシ。サイレージ原料は、トウモロコシ、アルファ 
   ルファ。 

ポイント 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

濃厚飼料 サイレージ 牧草 

資料：アルゼンチン地域畜産連盟会（CREA） 
  注：カロリーベース 

（年度） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
前のスライドで述べたとおり、近年は牧草と補助飼料を組み合わせた酪農形態に徐々に転換している状況です。
なお、ここでいう飼料とは、大豆かすやトウモロコシ粒、コーンサイレージ、アルファルファサイレージなどです。
この飼料給与割合の大きな転換期としては、２００７年があげられます。
２００７年は、多雨による牧草不作の年となり、これを機に飼料給与を増やした農家が多いとみられています。
飼料の給与率は穀物相場による変動も見られますが、近年徐々に上昇しており、一方で牧草の割合は相対的に減少している状況です。
こうした飼料給与割合の変化をみたうえで、次はアルゼンチンの乳価についてみていきます。
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乳価の価格優位性 

 

•  酪農家は自ら穀物を生産することにより、安価に飼料穀物を調達できることや人件費が安いこと 
    などから、主要乳製品輸出国の中で最も安い乳価。 

ポイント 
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アルゼンチン 豪州 ＥＵ（ドイツ） 米国 ＮＺ 
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（ドル/キログラム） 

資料：2009～2011年はFAO STAT 
      2014年4月はMINAGRI, Dairy Australia, ZMB, USDA Economi lactea 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
さきほどのスライドで、近年アルゼンチンの飼料給与率が上昇していることを示しましたが、次は、同国の乳価についてみていきたいと思います。
スライドでは、２０１４年４月の主要乳製品輸出国の生乳価格の比較をしております。
ご覧の通り、アルゼンチンは最も乳価が安い状況です。
要因としては、①穀物生産が盛んで酪農との複合経営も多いこと②低い人件費、などがあげられます。
乳価の決定方法は、毎月政府が設定する部分に、乳脂肪等の成分に基づいた乳業メーカー独自設定分が考慮されて決定されます。
２０１３年の改定前は、この独自設定分は20％とより大きかったのですが、５％になったことで、生産者間の乳価がある程度均一化されたかたちになっています。
この乳価の安さは、大きなアルゼンチンの特徴といえます。
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アルゼンチンと豪州の生乳生産比較 

 粉乳輸出量がほぼ同じである豪州との生乳生産量を比較すると、豪州は気候の影響を受けて変動 
   するものの、アルゼンチンは安定した気候により増産傾向で推移。 
    ⇒ アルゼンチンは気候が安定し、生乳生産に優位性 
 １頭当たり乳量は、濃厚飼料給与割合の上昇や品種改良により、豪州の水準に近づいている。 

ポイント 
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（速報値） 

アルゼンチン生乳生産量 
豪州生乳生産量 
アルゼンチン１頭当たりの年間乳量 
豪州１頭当たりの年間乳量 

資料：ＵＳＤＡ 

（千トン） （㎏/年/頭） 

（年） 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
乳価の安さという特徴を述べましたが、もう１つの特徴をこのスライドで述べたいと思います。
現状、アルゼンチンよりも粉乳輸出量でわずかに上に位置する豪州との生産比較を通じて御説明します。
さきほども述べたとおり、アルゼンチンでは２００７年に多雨による生乳生産の落ち込みがあったものの、それ以外は気象条件が安定しており、生乳生産はあまりぶれずに、徐々に伸びている状況にあります。干ばつなどに見舞われるリスクが小さいことは酪農生産の安定につながっているといえます。
これにより、こうした生乳増産の状況を踏まえ、増産を牽引している輸出の状況をお示ししたいと思います。




3 輸出動向  
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アルゼンチンの乳製品別輸出先内訳の変化 
（2008年と2013年） 

•  従来の市場は、①メルコスール加盟国、②北西アフリカ諸国中心。 
•  近年は、これに加え、中国向けを中心にアジア向けが拡大（新興市場の開拓）。 
•  特に、中国向け全粉乳、ホエイの輸出量の増加が目立つ。 

ポイント 
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5% 

4% 

22% 

2008全粉乳（103,419トン） 

ベネズエラ 

ブラジル 

アルジェリア 

セネガル 

ナイジェリア 

その他 

50% 

11% 

9% 

5% 
5% 

20% 

2008ホエイ（30,726トン） 

ブラジル 
インドネシア 
中国 
シンガポール 
チリ 
その他 

資料：ＧＴＩ社 「Global Trade Atlas」、INDEC 

30% 

28% 

14% 

6% 

6% 

16% 

2013全粉乳（182,487トン）  

ベネズエラ 

アルジェリア 

ブラジル 

キューバ 

中国 

その他 

47% 

21% 

7% 

5% 
2% 

18% 
2013ホエイ（73,645トン）  

中国 
ブラジル 
インドネシア 
ベトナム 
ＮＺ 
その他 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルゼンチンの乳製品輸出内訳は過去５年程度で大きく様変わりしています。
ここでは、輸出量が多い全粉乳とホエイの輸出内訳について御紹介します。
従来は、①メルコスール（南米南部共同市場）加盟国②北西アフリカ諸国中心に輸出を行っておりました。
しかし、近年は、中国向けを中心にアジア市場向けが大幅に拡大している状況にあります。
ご覧の通り、中国の存在感が際立っているので、次のスライドでは中国側から見たアルゼンチン乳製品の位置づけについて述べます。
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中国の全粉乳の国別輸入量の推移 

（2010～2013年） 
 

• 従来の輸入は、ＮＺ、豪州、ＥＵ産が中心。 
• 近年、旺盛な需要に応えるべく、ＥＵと比べて価格が安い南米（アルゼンチン、ウル 
   グアイ、チリ）産の輸入を拡大。 

ポイント 

中国の全粉乳（HSコード：040221）国別輸入量シェアの推移 

  
2010年 

32万4752トン 
2011年 

31万8033トン 
2012年 

40万2661トン 
2013年 

61万7798トン 

1位 ＮＺ（88％） ＮＺ（93％） ＮＺ（97％） ＮＺ（91％） 

2位 豪州（5％） 豪州（2％） 豪州（1％） 豪州（2％） 

3位 デンマーク（3％） デンマーク（2％） デンマーク（0.7％） ウルグアイ（1％） 

4位 ベルギー（1％） チリ（1％） シンガポール（0.4％） アルゼンチン（1％） 

5位 フランス（0.4%） アルゼンチン（0.5％） チリ（0.4％） シンガポール（0.6％） 

資料：GTI社「Global Trade Atlas」 

HSコード：040221 
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資料：ＧＴＩ社「Global Trade Atlas」 
 ＨＳコード：040221 

中国の全粉乳の国別輸入価格（ＣＩＦ）の推移 

（年） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     

 
  

  
 

      

   
 

  

      

 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まず、中国の全粉乳の国別輸入量の推移をご覧ください。
表を見ていただくとわかるとおり、従来は、中国ではＮＺ、豪州、ＥＵからの全粉乳輸入がほとんどを占めておりました。
しかし、近年、外国産全粉乳の需要が大幅に拡大する中で、ＥＵと比べて価格が安い南米産の輸入量が拡大している状況です。
下の図では、国別輸入価格の推移を示しておりますが、ＥＵ産よりも安い状況がおわかりになると思います。
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中国のホエイの国別輸入量の推移 

（2009～2013年） 
 

• 従来の輸入は、米国、ＥＵ産が中心。 
• 近年、旺盛な需要に応えるべく、ＥＵと比べて価格が安いアルゼンチン産の輸入を 
   拡大。 

ポイント 

中国のホエイ国別輸入量シェアの推移 

  
2009年 

28万7537トン 
2010年 

26万2992トン 
2011年 

34万1849トン 
2012年 

37万5981トン 
2013年 

43万603トン 

1位 米国（47％） 米国（54％） 米国（55％） 米国（46％） 米国（47％） 

2位 フランス（17％） フランス（14％） フランス（14％） フランス（15％） フランス（16％） 

3位 ドイツ（5％） ドイツ（6％） オランダ（6％） オランダ（6％） アルゼンチン（9％） 

4位 フィンランド（5％） フィンランド（5％） ドイツ（6％） アルゼンチン（6％） オランダ（6％） 

5位 オランダ（5％） オランダ（4％） アイルランド（5％） ドイツ（6％） ドイツ（5％） 

資料：GTI社「Global Trade Atlas」 

HSコード：040410 
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中国のホエイの国別輸入価格（ＣＩＦ）の推移 （ドル/トン） 

資料：ＧＴＩ社「Global Trade Atlas」 
ＨＳコード：040410 

（年） 

 

 
 

 
 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、同様に中国のホエイの国別輸入量の推移をご覧いただきたいと思います。
中国は、ホエイについては、従来、米国やＥＵからの輸入が中心でした。
しかし、近年、十分な供給力に加え、下図のとおりの価格優位性を背景に、ＥＵのシェアを奪うかたちでアルゼンチン産のシェアが大きくなっている状況がおわかりになると思います。
さて、ここまで、アルゼンチンの価格優位性や安定した生乳生産といった良い点ばかりを御紹介してきましたが、もちろん良い点以外も御説明しなければなりません。
そのため、次のスライドではアルゼンチン乳製品生産輸出に関する課題について触れていきたいと思います。



４ 生産、輸出を取り巻く課題  
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乳製品の輸出に係る課題 
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• アルゼンチンの生乳価格は安いものの、製品価格で比べると優位性は  
  低下。背景には、２つの要因が考えられる。 
 

① 設備更新の遅れ 
  中小乳業メーカーの乱立 
 
② 国内供給優先の政策 

• 輸出登録制度（ROE）…2007年から製品輸出時の登録制度開始 

         ⇒ 手続きが煩雑になり、取引以外の部分で手間とコストが増加 

• 輸出税…国内市場向け乳業メーカーに比べて輸出企業が多く利益を得るようになった場   

         合に課せられる ⇒ 輸出量が多い企業ほど輸出税納付額が大きくなる仕組み 

 

 
 

  

  

 
 

政府が輸出を振興していない現状 

 
 

 
 

 

乳製品製造のコスト高 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
アルゼンチンの乳製品輸出かにかる課題は大きくわけて２つあります。
１つ目は、乳製品製造のコスト高です。同国では乳価が低いものの、これの背景には、経済状況が良くないことによる設備投資の減少による更新の遅れや中小も多いことによる規模拡大化の遅れが原因として考えられます。
２つ目は、政府の国内供給優先方針に基づく輸出管理政策についてです。
現在、乳製品に対しては、ＲＯＥという輸出登録制度という管理政策がもうけられており、製品輸出時に登録手続きが必要となっております。
これにより、手続きが煩雑になり、取り引き以外の部分手間とコストが増加してしまっている状況です。
聞き取りによると、煩雑になったことで米国向けのチーズ輸出の契約が破棄されてった事例もあるとのことでした。
また、一部の大企業のみが設けてしまうような状況になりますと、以前のように乳製品輸出に対する輸出税が復活して、業界内の競争力を均すべく、輸出税が復活する可能性もあるとされています。
こうした政府が輸出を振興していない状況こそ大きな課題といえます。
こうした悩ましい課題を抱える状況ではありますが、今年３月に同国で開催されたアウトルックで生産予測が行われましたので、
次のスライドで御紹介したいと思います。

・小規模乳業メーカーが多い
・輸出税…一部大規模メーカーのみを是正する目的（体制が万全じゃなく、労働者のデモに応える体系、そのため、中小を守る動き強い）
・輸出登録制度による遅延に伴い、アメリカ向けのチーズ輸出契約がキャンセルになった

これまで、価格優位性を述べたり、成分についても他の乳製品輸出国と比べてそん色ないレベルにあえると良い面ばかり。
しかし、やはり特有の課題を抱えており、国内優先供給で輸出振興を行っていない政策のため、輸出にはコストや手間と入ったロスが生じてしまう実態。
これにより、アルゼンチンの優位性は薄まってしまう。
　一部の乳製品目（ＨＳコード04番台以外のカゼイン、育粉等）に　
　  は５％の輸出税を課徴
　　→背景には、国内供給の優先を掲げる政府の根幹政策有り
　　　  輸出に対して税金を課すことで税収を確保したい思惑





5 今後の見通し  
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 今後の生産見通し（INAI） 

 
 
 

 
 
 
 
  
  
  
 
 
   
 

• 2014年３月、アルゼンチン農業研究財団（INAI）が2022年までの長期予測を作成。 

  ⇒ 2022年までアジアからの粉乳等の需要増を受け、生乳生産は増加見通し。 

• 内需の増加はさほど見込めないため、生乳生産に占める輸出仕向け割合は23.5％から29.0％に上 

   昇見込み（増産分の４分の３は輸出に仕向けることに）。 
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生乳生産量と輸出仕向け割合の推移 

資料：INAI 
   注：2017年、2022年は予測値 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この生産予測は、アルゼンチン農業研究財団（ＩＮＡＩ）が作成したもので、３月に同国で初めて開催された乳業アウトルックにて発表されました。
２０２２年までの長期予測では、アジアからの粉乳等の需要を受け、生乳生産は右肩上がりでの増産を予測しておりました。
乳業業界としての見解は一致しておりまして、内需の増加はさほど見込めないため、増産見込みの生乳生産に占める輸出仕向け割合を現状の水準から引き上げていく必要があるとのことでした。
イメージとしては、今後の増産分の４分の３は輸出に仕向ける必要があるとのことでした。
次に、経済開発協力機構（ＯＥＣＤ）と国連食糧農業機関（ＦＡＯ）の見通しについても御紹介いたします。

現在は全粉、今後は付加価値の高いチーズなど
南米の主要チーズ生産国はアルゼンチンで、輸出を伸ばしていきたい。
マイナス：現在は不安定でリスクあり
プラス：現状は外国資本が入っているわけではない、色がついていない状態
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 主要乳製品輸出国の生乳生産・輸出見通し（OECD-FAO） 
 

• 2023年のアルゼンチンの生乳生産量は、他の主要輸出国と比べて最も伸び率が高い（OECD- 

 FAOの農業見通し）⇒要因は、①飼料調達の容易さ、②１頭当たり乳量の増加。 

• 全粉乳輸出量は、ＮＺに次ぐ伸び率を見込む。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
OECDとＦＡＯによると、主要乳製品輸出国の生乳生産見通しの中では、アルゼンチンは他の主要輸出国と比べて最も伸び率が高いとされています。
この要因としては、これまでに述べてきたとおり飼料調達の容易さや生産・製造現場の設備投資の拡大があげられています。
現地での聞き取りでは、生乳集乳量大手のメーカーは粉乳プラントの拡大に向けた投資計画が拡大している模様です。
また、中国向けの育児用粉乳の輸出契約を結んだメーカーもあるとのことでしたので、既に乳製品生産能力を拡大する計画を有しているメーカーも大企業を中心に見受けられる状況で、２０２２年には全粉乳輸出量は35％程度伸びる見込みとなっております。

国際機関である経済開発協力機構
国連の食糧機関
集乳量ナンバーワンのラセレニシマは粉乳処理プラントの拡大
Molfino（Saputo）ではチーズ工場の拡大、Sancorでは中国の流通業者と協定を結び、原料ではなく、製品としての輸出を行っている。育児用、高齢者用の粉乳を5年間で割当量を増やしていき、最終的に年間17,000トンの輸出枠を設定している。また、中国向けには特にホエイやタンパク質がこれから先も伸びる上、Sancor社が締結したような協定が他にも出てくれば、粉乳も伸びるとみている。




 

 まとめ 
 

 
 今後のアルゼンチンの生乳生産量は、アジア等からの乳製品需要増を背景

に、品種改良の進展や濃厚飼料給与割合の上昇等により、増産の見込み。 
  ⇒全粉乳、ホエイを中心に今後も乳製品輸出量は増加する見通し。 

 

 アルゼンチンの生乳価格は、他の乳製品主要輸出国と比べると割安である

ものの、製品価格で比べると優位性は低下。 

⇒これは、政府が国内市場への供給を優先するなど、アルゼンチン特有の

輸出環境が影響（ポテンシャルを発揮できていない状況）。 

 

 アルゼンチンは再びデフォルト危機に直面しており、現状は不安定。2015

年の大統領選までは、現状の国内供給優先の政策が継続される見込み。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

23 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、最後に今回のセミナーのおさらいをさせていただきます。
今後のアルゼンチンの生乳生産量は中国等アジアを中心とした乳製品需要増を受け、品種改良や飼料給与率の上昇等により、増産の見込みとなっております。
アルゼンチンの生乳価格は他の乳製品主要輸出港と比べると割安ですが、同国の政府の輸出管理政策等を通じた特有のコストが影響して、製品輸出価格で比べると競争力は有しているものの優位性は薄まっています。
同国経済は、インフレが強まっており、現状は不安定です。２０１５年の大統領選までは現状の国内供給優先の政策が継続される見込みとなっております。



ご清聴ありがとうございました。 

※本情報は、情報提供を目的とするものであり、取引・投資判断の基礎とすることを目的としていません。本資料の   
   正確性の確認等は、各個人の責任と判断でお願いします。提供した情報の利用に関連して、万が一、不利益が   
    被る事態等が生じたとしても、ALICは一切の責任を負いません。 
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